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令 和 ５ 年 １ ０ 月 臨 時 会 

 

令和５年１０月２３日（月曜日） 

 

 

◎ 出欠席議員氏名 

 

吉  田  芳  美  副議長 

 

出 席 議 員（１３名） 

 １番 安 達 智 勇 議員  ２番 漆 山 光 春 議員  ３番 安孫子 真 弥 議員 

 ４番 東海林 信 弘 議員  ５番 石 垣 光 洋 議員  ６番 増 川 憲 一 議員 

 ７番 木 村 章 一 議員  ８番 佐 藤 修 二 議員  ９番 鈴 木 英 友 議員 

１０番 林     智 議員 １１番 奥 山 英 幸 議員 １２番 吉 田 芳 美 議員 

１４番 細 矢 誓 子 議員   

 

欠 席 議 員（１名） 

１３番 丹 野 貞 子 議長   

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 田 川 美和子 事 務 局 長  鈴 木 淳 子 主 幹 

 須 藤 隆 一 議 事 係 長  嶋 田   愛 主 査 

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 板 坂 憲 助 教 育 長  真 木 𠮷 雄 監 査 委 員 

 須 藤 俊 一 
防災・危機管理監兼 

総 務 課 長 
 真 木 秀 章 防災危機管理課長 

 日 塔 俊 浩 空き家対策主幹  牧 野 隆 博 
政 策 推 進 監 兼 
企 画 財 政 課 長 

 佐 藤 晃 一 まちづくり推進課長  今 部 憲 治 税 務 町 民 課 長 

 矢 作   勲 健 康 福 祉 課 長  池 田 恵 子 子育て支援主幹 

 宇 野   勝 
農林振興課長併 

農業委員会事務局長 
 軽 部 広 文 商 工 観 光 課 長 

 土 方 一 郎 都 市 整 備 課 長  大 泉 正 博 上 下 水 道 課 長 
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 軽 部 昭 博 
会 計 管 理 者 兼 

会 計 課 長 
 秋 場 弘 昭 学 校 教 育 課 長 

 日下部 敦 子 生 涯 学 習 課 長  鈴 木 淳 子 監査委員事務局長 

 

◎ 議 事 日 程 

 

令和５年１０月２３日（月） 午前９時開会、開議 

 

 議事日程第１号 

   日程第１   会議録署名議員の指名 

   日程第２   会期の決定 

   日程第３   議案の上程 

     議第６６号  令和５年度河北町一般会計第６回補正予算について 

   日程第４   提案理由の説明 

   日程第５   議案の審議、採決 

     議第６６号  令和５年度河北町一般会計第６回補正予算について 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第１号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○吉田芳美副議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員は、議長である13番丹

野貞子議員であります。よって、地方自治法

第106条の規定により、議長が欠けたときは、

副議長が議長の職務を行うこととなりますの

で、よろしくお願いいたします。 

   ただいまの出席議員数は13名であります。

定足数に達しておりますので、令和５年10月

河北町議会臨時会を開会します。 

   直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程はお手元に配付のとおりで

あります。 

○吉田芳美副議長 日程第１、会議録署名議員の

指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第123条の規定

により、私から指名します。 

     ４番 東海林 信 弘 議員 

    １４番 細 矢 誓 子 議員 

  の両名を指名します。 

○吉田芳美副議長 日程第２、会期の決定につい

てを議題とします。 

   お諮りします。本臨時会の会期については、

本日１日限りとしたいと思います。これに異

議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本臨時会の会期は本日１日限りと

決定しました。 

○吉田芳美副議長 日程第３、議案の上程を行い

ます。 

   議第６６号 令和５年度河北町一般会計第

６回補正予算について 
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   以上、１議案を上程します。 

○吉田芳美副議長 日程第４、提案理由の説明を

行います。 

   提案者から提案理由の説明を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   本日、令和５年10月河北町議会臨時会を招

集いたしましたところ、議員の皆様には何か

とお忙しい中ご参集いただき、厚くお礼申し

上げます。 

   それでは、本日ご提案申し上げております

議案につきまして、ご説明申し上げます。 

   議第66号令和５年度河北町一般会計第６回

補正予算について申し上げます。 

   今回の補正予算は、歳入歳出それぞれ907

万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

108億828万2,000円とするものであります。そ

の内容につきまして、歳出から申し上げます。 

   ３款民生費の社会福祉総務費では、今般の

エネルギー・食料品価格などの物価高騰が、

低所得世帯の生活負担に拍車をかけている状

況を踏まえ、低所得世帯等の経済的負担の軽

減を図るため、既決の冬期間の家庭用灯油等

購入費助成に１世帯当たり5,000円を上乗せ

し、１万円を支給するための費用を増額する

ものであります。 

   10款教育費の学校管理費では、河北中学校

の屋内運動施設における熱中対策として、運

動中の定期的なクールダウンに利用する可搬

式冷房機器を購入するための費用を追加する

ものであります。 

   以上が歳出の概要であります。 

   次に、歳入について申し上げます。 

   16款県支出金では、事業の歳出額に合わせ、

低所得世帯に対する物価高騰対策臨時特別支

援事業費補助金及び山形県公立中学校可搬式

冷房機器導入支援事業費補助金を補正するも

のであります。 

   19款繰入金では、歳入歳出全体の調整のた

め、財政調整基金からの繰入れを増額するも

のであります。 

   以上、本臨時会に提案いたしました議案に

ついてご説明申し上げましたが、ご審議の上、

ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○吉田芳美副議長 以上で提案理由の説明を終わ

ります。 

○吉田芳美副議長 日程第５、議案の審議、採決

を行います。 

   お諮りします。議案が事前に配付されてお

りますので、審議の際の議案の朗読は省略し

たいと思います。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにしま

す。 

   議第66号令和５年度河北町一般会計第６回

補正予算についてを議題とします。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （５番、７番、８番の通告あり） 

   確認します。５番石垣光洋議員、７番木村

章一議員、８番佐藤修二議員。落ちありませ

んか。落ちなしと認めます。 

   それでは、「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） それでは、灯油の購入

費助成事業について、お伺いをいたします。 

   助成額１世帯当たり１万円ということです

けれども、10月４日の厚生文教常任委員会資

料を見ると、対象者に（６）その他町長が特

に必要と認める世帯とあります。この町長が

特に必要と認める世帯というのは、家計急変

世帯などを指しているのか、お伺いをいたし

ます。 

   あと、この助成については窓口での受け取

りなのか、あるいは口座振込なのか、そこら

辺、答弁をお願いしたいと思います。 
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   窓口での受け取りとなると、自動車や近場

の人はいいんでしょうけれども、足のない人、

車など乗れない人などは、やはりタクシーな

どを使うとなると交通費がかかりますので、

そこら辺どうなのか、ご答弁お願いをいたし

ます。 

○吉田芳美副議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 おはようございます。 

   まず最初に、石垣議員からお尋ねの対象者

のことについてのお尋ねであります。 

   委員会のときに説明を行いました対象者

（１）から（６）まであるんですが、その中

の（６）その他町長が特に必要と認める世帯

というものは、どういったものなのかという

ことだと解しますので、それについて、ご説

明申し上げます。 

   基本的に、（１）から（５）までで考え得る

対象者は、ここで全て拾えると思っておりま

す。 

   ただし、どういった条項にもよくあるんで

すが、それ以外で何か予期できないことで必

要になったとき、（１）から（５）以外のとこ

ろで発生する場合は、万に一つなんですが、

ないとも限らないので、セーフティー条項と

して、その他町長が特に認める世帯というこ

とで定めているという内容でございます。 

   あと、もう一つですが、その支援のほうの

１万円について、どういった形での、本人に

支給されるのかということですが、全て口座

振込ということを想定しております。 

   以上でございます。 

○吉田芳美副議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 終わります。 

○吉田芳美副議長 続きまして、「７番木村章一

議員」 

○７番（木村章一議員） 10ページ、３款１項１

目低所得世帯の冬の生活応援扶助費について

質疑します。 

   支給の時期は、いつ頃に予定しているか、

お聞きします。 

   それから、10ページの10款３項１目中学校

の学校備品であります。説明でありますと、

体育館、それから武道館などですかね、にス

ポットクーラーを設置するということであり

ますけれども、前回全協でもお聞きはしたん

ですが、その設置場所、体育館、武道館の中

なのか外なのか、どうもちょっと明確でなか

ったような気がします。外に置くとして、そ

の場合は何か雨よけを後づけでつけることに

なるような話がありましたが、外の場合だっ

たら、雨よけの囲いも簡便なものでしょうか

ら、それまで町で一緒に設置をしたほうがい

いのではないかと思うんですが、その辺、ど

のように考えているか、お聞きしたいと思い

ます。この点お聞きします。 

○吉田芳美副議長 答弁を求めます。 

   「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 支給のスケジュールとい

いますか、期日ということでありますが、ま

ず、ここ本日ご可決いただきますと、準備を

行いまして、11月の頭に対象予定者のほうに

案内の関係申請書を送付いたします。それを

返信していただきまして、早い方ですと、も

う11月の初旬には到着するんですが、その内

容を審査いたしまして、決定通知書をお返し

するということから、最初に関しては、11月

25日ぐらいから支給されるのではないかなと

思います。 

   それ以降でありますが、毎月５のつく日に

口座振込ということになっておりますので、

最終の２月いっぱいでの頂いたものに関して

３月までかかりますが、ある程度集まったら、

５のつく日に間に合わせるような形で支給と

いうことを考えておるところでございます。 

○吉田芳美副議長 「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 10ページ、11ページの
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10款３項１目の学校管理費の備品購入費で、

このたび河北中学校にスポットクーラーを３

台購入する予定であります。 

   場所につきましては体育館に２台、あと、

もう一台が柔剣道場にということで、３台を

予定しているところです。 

   体育館の場合は、体育館の中ほどに非常口

がありますけれども、その非常口の外側に設

置を今のところ想定しております。可搬式で

すので、いろいろな場所に持ち運びができる

状況にはあるんですが、中学校とも相談をし

ながら、中学校側としても、ボール等が邪魔

にならないようにということで、外づけをし

ながら、外に設置をしながら利用したいとい

うようなことを想定してございます。その場

合、雨よけ等についても、原材料費あるいは

消耗品等で、ザラ板などで設置をするような

ことを想定しているということであります。 

   柔剣道場につきましては、１階の柔剣道場

に設置をしながら通路に設置をして、２階の

卓球練習場などにもダクトで行くようなこと

も想定して、今のところ想定の中でなんです

が、いろいろなところで、スポットクーラー

ですので、休憩時間にクールダウンできるよ

うなことを想定しながら、設置場所というこ

とで、今想定の中で動いているところであり

ます。 

○吉田芳美副議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） １点目は分かりました。 

   ２点目のスポットクーラーですけれども、

非常口の外側となったところ、そこは雨が当

たる可能性のあるところだということで、雨

よけのものを作る、その材料も一応想定はす

ると、この予算の中で、という答弁だと思う

んですが、それやるんであれば、その作ると

ころまで、簡便なものをちゃんと手をかけて

つけてあげたほうがいいのではないかと思う

んですが、その辺どうなのか、ちょっともう

少し詳しく説明してください。 

○吉田芳美副議長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前９時１５分 

     再 開  午前９時１８分 

○吉田芳美副議長 休憩を解いて再開します。 

   「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 スポットクーラーの設

置場所についての質疑でありますが、スポッ

トクーラーについては可搬式のものであり、

体育館の中に設置するということも可能です。 

   ただ、中のほうには冷気を送り、後ろから

は温かい空気が出るということですので、窓

を開けながらということも考えられるんです

が、体育館の非常口の１段下のところに置い

て設置をすれば、外の空気はそのまま外に逃

げて、涼しいクーラーが中のほうに入るとい

うことで、雨よけ、あるいは下の台なども、

ここは手作りでもできるかなというようなこ

とで、既決の原材料費あるいは消耗品等で材

料を購入して作製をしていきたい、その場に

応じたものでやっていければなと考えている

ところです。 

   中に置くことも可能ですので、状況によっ

ては、まず中に置いてみて、懸念しているの

はバレーボールとかバスケットのときにボー

ルが当たってというようなことを懸念しての、

外に設置することも検討しなければねという

ようなことで考えてきたところであります。 

   実際、設置場所につきましては、まずは体

育館の中に、どの場所がいいのかということ

で、冷気あるいは暖気といいますか、どのよ

うな状況なのかも含めて、今カタログ等の中

では想定はできるんですが、実際、活動して

いく中で、どのような仕様が一番いいのかと

いうことも踏まえ、検討はしていくことには

なりますが、今、頭の中で中学校とも話をし

ていたのが、外に置いたほうが、まずはいい

かねというようなところで検討したところで
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あります。 

○吉田芳美副議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 家庭用のエアコンなど

は室外機と室内機があって、室外機は最初か

らもう外で雨風が当たるという想定なので、

雨風に当たっても大丈夫なつくりになってい

るんですが、多分、このスポットクーラーは

室内設置というふうになっていると思うんで

すね。そういうものに雨風が当たると、非常

に傷みが早いというふうになる、故障の原因、

故障が早く起きてしまうということになると

思うので、外に設置するのであれば、雨風が

当たらないように、しっかりとした設置をし

てもらいたい。それをするに当たっても、学

校に預けて、それで学校で、材料費見るから

学校の先生方で作りなさいというのはちょっ

と無理があると思うので、忙しいですからね。

ですから、もしそういうことであれば、町で

手数をかけて、雨風をよけるところまで、ち

ゃんと設置してあげるべきだと思うんですね。

そこは、そういうふうにするつもりかどうか、

しっかり確認しておきたいと思います。いか

がですか。 

○吉田芳美副議長 「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 設置場所については、

学校側で利用しやすいようにということで、

設置の場所も、必ずそこと決まっているわけ

ではありませんので、いい場所で利用してい

ただければと話をしているところです。そん

な中で、外に設置をした場合、技術家庭の技

術の先生もいるし、業務員さんと協力をしな

がらというようなことで、そこは自分たちで

もできるというふうなこともしております。 

   基本的には、体育館の中に設置するという

ことで想定はしているんですが、外に設置す

ることも可能ではないかということで話をし

てきたところであります。 

○吉田芳美副議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 まず設置して、どういう形で、

生徒たちの屋内運動場での活動に一番ベスト

な形で使えるか、そこの設置場所については、

まず学校現場でしっかり検討していただいて、

中あるいは外、そこも含めてあとはケース・

バイ・ケースになるのかもしれませんけれど

も、基本的な設置方法については、学校現場

で一番いい形で使っていただくというのが基

本だと思います。その上で、屋外に設置する、

あるいは設置するときもある、そういったと

きにどういった対応が必要なのか、学校の既

決予算の中で学校側の、課長が答弁したよう

な内容で対応できる程度なのか、そうなのか

ということについては、議員のご懸念、私も

あります。学校現場に任せっ放しということ

でなく、今回購入費をお認めいただき、その

上で学校現場で実際購入し、業者とも打合せ

をし、適正な使用方法というものを十分検討

していただき、その中で、町として対応が必

要なことがあれば、また、その段階で考えて

いきたいと思います。学校現場に任せっ放し

にするつもりはございません。 

   ただ、学校で使い勝手のいい形で利用して

いただくというのが基本だと思います。 

   以上です。 

○吉田芳美副議長 以上で、７番木村章一議員の

質疑を終わります。 

   次に、「８番佐藤修二議員」 

○８番（佐藤修二議員） 10ページ、11ページで

あります。 

   低所得者に対する冬期間の灯油、5,000円上

乗せして１万円にするということで、基本的

には賛成なのでありますが、低所得者という

概念が、何やら非常に難しい、私から言わせ

ると難しいと言わざるを得ないので、これ、

一つ例でありますが、８月の臨時会でも、非

課税世帯に対して３万円というのがありまし

た。非課税ですから、住民税を払わなくても
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いいということで、今、所得が少ないという

人が対象だったんですが、よくいろいろな人

に話聞くと、いや、今は国民年金で、しかも

60歳からもらったと。60歳からもらえば当時

は51％ですから、通常の年金の半分というこ

とで約60万ぐらいなのかな、しかもらってい

ないと。だから、非課税世帯だということで

私対象だけれども、いや、実は現役中に自分

で事業したっけから、預金は１億あるよと。

１億も持っていて、俺、全然生活楽で苦では

ないんだけれども、町からありがたく３万頂

いたと。要するに、生活なんかさっぱり苦で

ないんです。そういう人も対象になっている

んです。 

   実際、本当に生活苦の人だけではなくて、

余裕なんかしゃくしゃくな人でも、そういう

非課税世帯というふうに決めてしまうと、そ

ういう人も対象になってしまう。本当の生活

苦の人になっているという現実ではない部分

があると。 

   今回のもう低所得者という概念が、本当に

生活苦で、大変だからという思いでするのは

分かるんですが、その対象者というのが、果

たして本当に、そういう補助をすべき人にだ

け行くのか、そうでない人にも該当になって

しまうのかというのが、ちょっと心配なこと

だなと思うのでありますが、その辺はどのよ

うにお考えになりますか。 

○吉田芳美副議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 佐藤議員のほうから、本

当に生活で困っている人に、そういった意味

での助成という事業ではない、ないとまでは

おっしゃっていないんですが、どちらかとい

うと、本来の今回の対象者、もう一度確認の

ために説明をさせていただきますが、町内に

住所を有し、１から６のいずれにも該当する

世帯で、世帯員全員が住民税均等割非課税の

世帯ということになります。生保とか、あと

社会福祉施設等に入所の方は除かれるんです

が、その１から６ということの内容が、65歳

の者のみで構成されている高齢者世帯、あと

２つ目が、常時在宅で介護を要する要介護４

または５の者がいる世帯、あと３つ目として

は障がい者のいる世帯で、これについては身

体障がい者と、あと知的障がい者、精神障が

い者の条件というものがあるのですが、あと

大きい４つ目のくくりとしては、独り親世帯

ということで、児童を扶養する独り親がいる

世帯になります。 

   あと、もう一つ、独り親のほうの２つ目で

すが、両親が死亡または行方不明等の理由に

ある児童を扶養している世帯ということ、あ

と大きい５番目としては、３歳未満の児童を

養育している世帯ということでありまして、

あと６番目は、先ほど石垣議員のときにもあ

りましたその他町長が特に必要と認めるとい

うことですが、これに関しましては、基本的

には県と同じ考え方ではあるんですが、やは

り何か本来での貧困とか、経済的に困ってい

るという人というものは、佐藤議員おっしゃ

られるようなことが分かればいいんですが、

なかなか町ではそこを判断するというものは

できないと思います。ということで、こうい

った形で対象者の条件を絞り込んでいるんで

すが、基本的には、住民税均等割非課税とい

うことの世帯員全員が、そういったことを前

提としながら、今の６つのところに該当する

ということで、何かやっぱり指標といいます

か、取決めをしないと、やっぱりはかれない

ところがあるのかなと思います。 

   ただ、やっぱり実際に、この事業をやって

よかったなというところなんですが、令和３

年度までは給油券を発行して行っておりまし

た。それが昨年度から口座のほうに振込とい

う形に変えておったんですが、そのことによ

って、対象予定者が申請する率が上がったと
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いうことが非常に大きなことかなと。より広

く行き渡っている、実際に、今佐藤議員おっ

しゃるような方の経済的な困窮というところ

とは、ちょっと合わないとは思うんですが、

ここで言う条件の方には広く行き渡っている

ということから、あと口座振込にしたことに

よって、全ての方に使っていただいていると

いうことになりますので、その辺も実際、給

油券の場合ですと、必ず全て100％でいかなか

ったということも踏まえて、事業としては意

味のあることなのかなと思っておるところで

ございます。 

   以上でございます。 

○吉田芳美副議長 「８番佐藤修二議員」 

○８番（佐藤修二議員） 基本的には、このこと

によって救われる人がたくさんいるわけです

から、基本的には反対するわけではないんで

すが、やはり現実、町としてどこまで見れる

かというのは非常に難しいんですが、そうい

う実態があるということを分かってほしいの

で、わざわざ質疑したわけであります。必ず

しもそうでなくて、もらっている人もいると

いう現実があるということです。 

   ただ、今、課長の説明では、給油券から現

金になったということで、より多くの人がパ

ーセンテージ使うようになったということで、

非常に、いいように聞こえますが、逆に言わ

せれば、現金にすることによって、現金もら

った金額を本当に灯油に回っているんだろう

かと。暖かい、快適な冬期間を過ごせるよう

になっているのかという使い道という部分で

は、まだまだちょっと分からない。要するに、

チケットでやっていたときは、全部、必ず灯

油買って暖かく、冬期間、寒い思いしないよ

うにという町の願いどおりやっていたわけで

ありますが、現金にすることによって、それ

をもらってギャンブルに行く人もいないとも

限らない。必ずしも灯油買っているわけでは

ないという実態は、もちろん分かっていらっ

しゃると思うんですが、今回のことについて

は、町民の方からも、そういう実態もあるよ

ということを町に伝えていただきたいという

声もありましたので、質疑に立ったわけであ

ります。 

   実際、そういうふうにして、要らないけれ

ども、もらったやという人がいるという現実

があるということだけ理解していただければ、

それで結構でございます。質疑は終わります。 

○吉田芳美副議長 以上で、８番佐藤修二議員の

質疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第66号令和５年度河北町一般会

計第６回補正予算については、原案のとおり

可決されました。 

○吉田芳美副議長 以上で、本臨時会に付議され

ました事件は、全て議了しました。 

   これをもって、令和５年10月河北町議会臨

時会を閉会します。 

   お疲れさまでした。 

午前９時３６分  閉 会  
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   会議の経過を記載し、その相違のないこと

を証するためここに署名します。 

   令和５年10月 

 

  河北町議会副議長  吉 田 芳 美 

 

  河北町議会署名議員  東海林 信 弘 

 

  河北町議会署名議員  細 矢 誓 子 
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